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道路橋資産の総合的管理支援シス
テムの構築
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１．はじめに
　現在、我が国の道路橋は、図－ 1に示す通り14万橋以上
という膨大な数に達している。また、それらは1960年代以
降の高度成長期に集中的に建設されており、今後、更新や
大規模な補修補強を必要とする時期を一斉に迎えることに
なると予想される。今日の厳しい財政事情や将来の少子高
齢社会の到来を考えたとき、これらの道路橋資産をいかに
効率的に維持管理し、ライフサイクルコストを縮減してい
くかが重要な課題となる。
　これまで、道路橋については、点検によって発見された
損傷に対して、その都度措置を行ういわば事後保全的な維
持管理手法が一般にとられてきた。一方、橋梁数の増加と
供用年数の上昇に伴って、近年、コンクリート部材の塩害
や鋼部材の疲労損傷に代表される重大かつ耐久性への影響
が大きい損傷が数多く報告されるようになっている。写真
－ 1に道路橋の代表的な損傷例を示す。
　こうした背景をふまえ、国総研橋梁研究室では、関係機
関との連携の下、予防保全的な観点を取り入れた道路橋資
産の総合的な維持管理のあり方とその実現を支援するため
のマネジメントシステムについて研究を行っている。ここ

では、それらの成立に必要となる事項も含めて、研究状況
と将来展望を紹介する。

２．道路橋資産の総合的管理支援システム
　道路橋資産の維持管理においては、行政における意思決
定のレベルに応じて、様々な施策検討が必要となる。例え
ば、本省のような上位機関では、保全水準や投資規模の最
適化計画等が策定され、一方、道路管理の現場では、個別
橋梁に対する長寿命化技術や補修補強の導入・実施計画が
立案される。ここでは、意思決定のあらゆるレベルに対応
して、コスト縮減と保全の両立を総合的に実現する道路橋
の管理のあり方を道路橋資産の総合的管理と呼んでいる。
図－ 2に道路橋資産の総合的管理の概念を示す。

　一方、道路橋資産の総合的管理を適切に実施するために
は、道路橋の構造・立地条件や点検結果等の情報から、そ
れらの将来の健全度を予測し、ライフサイクルコストを最
小化する効率的な維持管理計画の立案を可能とするマネジ
メントシステムが必要となる。図－ 3に総合的管理支援シ
ステムの構成を、図－4に長寿命化技術の導入と予防保全
的管理によりライフサイクルコストを低減する総合的管理
の概念を示す。施策の立案にあたっては、行政における階
層構造の中で施策検討に必要な情報の内容や、施策の目標
とその評価指標が異なり、それらを支援するシステムにも
施策の性格や目標に応じて必要な出力が求められる。
　そこで、橋梁研究室では、当面の目標とするマネジメン
トシステムの用途として、地域的な予算バランスの決定、
全国的な維持管理水準の決定、対策優先順位の決定といっ
た、橋梁群に対する投資のあり方について、マクロな最適
化を支援することを想定している。このレベルでは、個々
の橋梁毎の健全度評価について、厳密な精度が要求されず、
システムの速やかな導入に伴うメリットが期待できる。
　長期的には、採用すべき要素技術、維持・補修か架け替
えかの判断を、個々の橋梁毎のライフサイクルコスト評価
によりミクロに行うシステムへの拡張を目指している。こ

図ー１　総道路橋数と建設数の推移
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写真ー１　道路橋の損傷例

図ー２　道路橋資産の総合的管理
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の段階では、点検データの蓄積や損傷メカニズムに基づく
健全度評価手法の一層の充実が必要となるが、システムの
運用により得られた知見を活用することで、システムの高
度化に効率的に対応できると考えられる。

３．事例の紹介
　ここでは、道路橋資産の総合的管理システムを全国的な
維持管理水準のマクロな検討へ活用する事例を示す。図－
5は、橋梁の健全度を良好な状態から劣悪な状態までⅠか
らⅤの5段階に区分し、今後、事後保全的に健全度の低い
ものから順に対策を施した場合（ケース1）、予防保全的
に健全度Ⅲとなった橋梁に対して対策を施した場合（ケー
ス2）それぞれについて、橋梁の健全度区分毎の比率およ
び維持管理費用の推移を示したものである。
　これらより、予防保全的な維持管理を行うことにより、
初期の維持管理コストは大きくなる傾向を有するものの、
長期的には、維持管理コストを平準化する効果があること
がわかる。

４．橋梁研究室の取組み
　橋梁研究室では、現在、道路橋資産のマクロな維持管理
計画の立案に利用できるマネジメントシステムの構築を目
標として点検手法のあり方や、主要な耐久性喪失要因に対
する将来の健全度の推定方法などについて調査研究を行っ
ている。
　点検手法については、システムの運用にあたって必要と

なる情報を効率的に取得できるように、1988年に発刊され
た「橋梁点検要領（案）」の見直し作業を進めており、点検
方法の定量化、自動化によって、点検結果の客観性を高め
る一方で、点検技術者による総合的かつ長期的な診断、デー
タ蓄積のあり方についても検討を行っている。
　将来の健全度の予測手法については、コンクリート床版
の疲労損傷やコンクリート部材の塩害等、代表的な損傷形
態に対して、損傷メカニズムを考慮しながら、実験、解析
の両面から劣化予測手法の検討を行っている。

５．今後の課題
　2004年に導入開始予定の道路橋資産の総合的管理支援シ
ステムは、マクロな維持管理計画の策定への活用を想定し
ており、点検結果からの健全度評価、既設橋梁の劣化予測
手法について、現段階では、必ずしも推定精度が良いもの
ではない。しかしがなら、今後、運用によって得られた
新たな知見を生かしながら、点検データの蓄積や力学的メ
カニズムを考慮した健全度評価手法の高度化を平行して進
め、個別の橋梁毎に最適な維持管理計画を立案できる第二
世代のシステムへの高度化を図っていく予定である。

図ー３　総合的管理支援システムの構成

図ー４ ライフサイクルコストを低減する総合的管理

(a)健全度区分毎の橋梁数比の推移 ( ｹｰｽ 1)

(b) 健全度区分毎の橋梁数比の推移 ( ｹｰｽ 2)

(c) 維持管理費用の推移

図－5　管理水準と健全度・費用の関係


